
 
日本学術会議『巨大災害から生命と国土を守る』学術フォーラム参加報告 。

（2014/11/29） 

 
場所：日本学術会議講堂 （東京） 

テーマ：「東日本大震災・阪神淡路大震災等の経験を国際的にどう活かすか」 

 

 11 月２９日（土）に日本学術会議講堂において、『巨大災害から生命と国土を守る』学術フォ

ーラムが開催され、江川新一教授が参加しました。このフォーラムは 2011 年 11月から日本学

術会議と学協会連絡会が連続で開催している 10 回目の総括フォーラムにあたるものです。

2012 年 5 月に共同声明が参加３０学会の理事会から正式な承認をうけて発表されていますが、

2015年3月に開催される第3回国連世界防災会議およびその準備として2015年1月に開催

される IRDR 東京会議、また 2015年 11月の世界工学会にむけて、東日本大震災、阪神淡路大

震災などから得られた知見を、世界の防災・減災にどう活かしていくべきかを議論するものです。 

 午前の部は、国連防災世界会議について概要と経緯の説明があり、日本学術会議としてはステ

ークホルダーの一つ Academia として 1月の IRDR 東京会議を主催すること、また 2015 年を

契機として Future Earth の事務局としても活動することが報告されました。Future Earth は

現在のままの人間活動がつづけば地球が支えきれなくなる可能性を真摯にとらえ、科学者の分野

を超えた連携、社会が必要としている研究の推進、研究の社会への実装を推進するアプローチの

変化をもたらそうとするものです。ICSU, ISSC, UNU, UNESCO, UNEP, IGFA, BELMONT な

どが連合して基本概念を提唱しています。2014年に恒久的な事務局が日本学術会議に設置され

ました。 

 午後の部は、参加 30学会が、1部と 2 部でそれぞれの学会の東日本大震災への取り組みと国

際連携に関する取組を 3分ずつ発表し、パネルディスカッションとして活発な議論が交わされま

した。各学協会が考える防災・減災力を一同に会して聴くことができることは大変よい機会です。

また、各学会の重職にある先生方が発表され、若手・中堅のロールモデルとして協力しあうこと

が要求されていました。ともすれば専門分野に特化していきがちなアカデミアですが、分野・領

域の壁を越えて相互理解を進めることの重要性が説かれました。日本工学会会長からは、学会の

報告を聞くだけではなく、日本学術会議としてワーキンググループを立ち上げ、協力の場を形成

することが提案されました。内閣府からは、中央防災会議においてもポータルサイトを立ち上げ、

各研究者が何を研究しているのか、政策に活かすことができる研究がすでにないか、ネットワー

クの強化ができる関係はないかをわかりやすくする方向で動いていることが報告されました。 

 2015 年 1 月 14－１６日（水―金）に開催される IRDR 東京会議では、第 3 回世界防災世界

会議の前に、同会議に参加する世界の指導者とトップクラスの研究者を招へいして防災・減災と

持続可能な開発の双方を達成する科学技術のあり方を日本学術会議の全分野（理工学、生命科学、

人文社会学）にわたって議論し、東京宣言としてまとめる予定とのことです。 

 フォーラムの最後に 30 学会すべての理事会で承認された英文の声明文が Joint Statement

として読み上げられました。今後微細な修正が加わる可能性はありますが、1 月の IRDR, 3月の

防災会議、11 月の世界工学会などでステークホルダーとしてわが国のアカデミアが世界会議に

むけて発信するため配布されるそうです（下段にコピーを掲示、最終版ではないため解像度をさ

げてあります）。Health という単語は入っておりませんが、日本集団災害医学会も参加している

ので、medicine という単語が入っています。ますます重要になる Quality of Life の日ごろから



 

の向上にむけて、また、医療医学の分野にむけての発信など、災害医学のなすべきことは沢山あ

ります。 

 災害対応の際には、世界的にクラスターアプローチと呼ばれる手法がとられ、健康、水、食料、

建物、お金、教育などのそれぞれの分野に関係者が所属に関わらず集まり、対応を効果的に行う

ことが国連の OCHA によって調整される仕組みができています。同様の手法を学問分野にも取

り入れ、日頃の問題解決に分野を超えて共同する仕組みが国内でもできていれば、国際的なアプ

ローチにも順応しやすいものと思われます。 

 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

文責：江川新一（災害医学研究部門） 


